
新
緑
の
候
、
校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

立
命
館
大
学
で
は
、
２
０
１
０
年
６
月
６
日(

日)

に

全
学
の
校
友
が
集
う
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
企
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
学
部
単
位
で

交
流
の
企
画
が
練
ら
れ
、
産
業
社
会
学
部
で
も
学
部
企
画

と
し
て
、
ゼ
ミ
交
流
会
、
テ
ー
マ
別
講
義
、
お
茶
席
、
宇

治
田
楽
の
踊
り
、
京
都
府
京
北
地
域
の
特
産
物
の
販
売
、

懇
親
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
友
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
京
都
の
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
、
現
役
学
生
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

〝
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
〟
を
合
言
葉
に
、

以
学
館
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

産
業
社
会
学
部
校
友
会

古
谷　

寛

会
長

≪　題 字：元総長・細野 武男 氏　≫
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

　
　
　
　
　
感
動
の
再
会
を

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

　
　
　
　
　
感
動
の
再
会
を



正面玄関

４階

地下

２階

１階

３階

ホームカミングデー 2010
6 月 6日（日）　スケジュール

①13：00　～　14：40　ゼミ交流会（以学館小教室・他にて）

②13：00　～　16：30　実施企画「京北プロジェクト」“納豆フェスタ”“煎茶”など（以学館館内・周辺にて）

　14：45　～　15：05　　　　　　　　 “宇治田楽”（以学館周辺にて）

③15：10　～　16：30　テーマ別講義（以学館教室にて／４講座同時開催）

                      社会学研究科“ワークショップ”“パネル展”（以学館小教室にて）

④16：45　～　18：30　全体懇親会（以学館地下食堂にて）

≪
日
時≫

６
月
６
日
（
日
）　

13
：
00 

～
14
：
40 

≪

会
場≫

立
命
館
大
学 

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

以
学
館 

３
・
４
階
小
教
室 

他
に
て

（
＊
当
日
、
以
学
館
入
り
口
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
）

懐
か
し
い
先
生
方
、
同
級
生
、
先
輩
後
輩
た
ち
と
の
楽
し
い

ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

同
じ
ゼ
ミ
の
卒
業
生
同
士
な
ど
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

●参加教員（五十音順）

荒木 穂積 先生
有賀 郁敏 先生
加藤 直樹 先生
小泉 秀昭 先生
櫻谷 眞理子 先生
津止 正敏 先生
松田 亮三 先生　

　

こ
の
た
び
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
０
の
中
で
産
業
社
会
学
部
企

画
の
一
つ
と
し
て
「
ゼ
ミ
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

教
員
が
か
つ
て
指
導
さ
れ
た
卒
業
生
と
、
在
校
生
と
が
交
流
す
る
場
で
す
。

■
全
体
懇
親
会

■
全
体
懇
親
会 

④

≪

日
時≫

６
月
６
日
（
日
）　

16
：
45 

～
18
：
30 

≪

会
場≫

立
命
館
大
学 

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

以
学
館
地
下 

食
堂
に
て

≪

会
費≫

無　

料 
(

事
前
申
請
書
有
り
）

■
テ
ー
マ
別
講
義

■
テ
ー
マ
別
講
義 

③

≪

日
時≫

６
月
６
日
（
日
）　

15
：
10 

～
16
：
30 

≪

会
場≫

立
命
館
大
学 

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
以
学
館
３
・
４
階 

教
室
に
て

（
＊
当
日
、
以
学
館
入
り
口
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
）

現
代
社
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

産
業
社
会
学
部
専
任
教
員
が
特
別
講
義
を
行
い
ま
す
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
講
義
を
選
ん
で
同
封
の
参
加
申
込
書
を
返

信
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
京
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
京
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

②

・
京
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

実
践
の
中
で
課
題
発
見
・
追
求
す
る
学
び
を
提
唱
し
て
き
た
産
業
社
会
学

部
と
、
地
域
特
有
の
資
源
を
活
用
し
持
続
可
能
な
地
域
振
興
を
目
指
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
と
の
協
働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
学
生
た
ち
が
地
域
社
会
の
観
点
・
手
法
か
ら
社
会
形
成
力
を
学
び
、

地
域
振
興
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
関
わ
り
の
あ
る
方
々

に
よ
る
色
々
な
企
画
を
準
備
し
て
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

≪

日
時≫

６
月
６
日
（
日
）　

13
：
00 

～
16
：
30 

≪

会
場≫

立
命
館
大
学 

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

以
学
館
館
内　

ま
た
は 
周
辺
に
て

（
＊
当
日
、
以
学
館
入
り
口
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
）

◆
「
納
豆
フ
ェ
ス
タ
」

　

京
都
市
京
北
地
域
は

「
納
豆
の
ふ
る
さ
と
」
で

す
。
京
北
に
昔
か
ら
伝

わ
る
藁
で
包
ん
だ
「
わ

ら
つ
と
納
豆
」
の
試
食
・

販
売
、
地
域
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す

◆
煎
茶
道
「
方
円
流
」

　

煎
茶
道
方
円
流
家

元
の
高
日
慶
園
師
範

に
よ
る
お
茶
席
を
以

学
館
ラ
ウ
ン
ジ
に
開

設
し
、
校
友
の
皆
さ

ん
の
学
部
再
訪
を
お

迎
え
し
ま
す
。

◆
下
宇
津
「
朝
市
」

　

京
都
市
京
北
下
宇
津

町
の
「
朝
市
」
を
、
以

学
館
前
に
て
開
催
し
ま

す
。
下
宇
津
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
新
鮮
な
野
菜

を
販
売
し
ま
す
。

◆
宇
治
田
楽(

演
舞
）

　

平
安
時
代
に
、
宇
治
の

白
川
に
「
本
座
」
と
呼
ば

れ
る
芸
能
民
の
集
団
が
あ

り
、
宇
治
の
離
宮
祭
を
は

じ
め
、
京
都
や
奈
良
の
祭

礼
で
華
や
か
に
田
楽
を
演

じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
今
に
再

現
し
た
「
宇
治
田
楽
」
を

以
学
館
周
辺
で
実
演
い
た

し
ま
す
。

【
実
演
時
間
】

14
：
45
～
15
：
05

≪

テ
ー
マ≫

「
今
日
の
社
会
的
諸
課
題
に
応
え

る
研
究
活
動
と
は
？
」

■
ゼ
ミ
交
流
会

■
ゼ
ミ
交
流
会 

①

様
々
な
問
題
が
語
ら
れ
る
今
、
自
分

を
取
り
巻
く
世
界
に
対
し
て
、
ど
ん
な

課
題
設
定
を
し
、
ど
ん
な
態
度
で
臨
め

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

今
回
社
会
学
研
究
科
院
生
は
、
「
今

日
の
社
会
的
諸
課
題
に
応
え
る
研
究
活

動
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
「
社

会
の
諸
課
題
に
学
際
的
・
実
践
的
に
取

り
組
む
」
と
い
う
社
会
学
研
究
科
の
ス

タ
ン
ス
を
、
研
究
活
動
と
い
う
仕
事
に

お
い
て
ど
う
引
き
取
っ
て
い
け
る
か
を

考
え
ま
す
。

今
、
次
世
代
に
向
け
て
、
ど
ん
な
「
仕

事
」
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
産
社

や
社
研
の
先
輩
方
と
色
々
意
見
交
換
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【経済】
「安心社会を創るー

　北欧、ラテン・
アメリカから学べる

こと」

篠田武司先生

【福祉】

「共生社会をつく
る担い手としての

人格形成」

加藤直樹先生

【社会学】

「現代の社会病理」

佐々木嬉代三先生

【社会学】
「介護から考える家族
と社会のこれから－
男性介護者研究から
見えてくるもの」

斉藤真緒先生

◆詳細はホームページにてご覧ください。

産社・社研の
卒業生

大学
大学院

教職員 学部生

院生諸問題諸問題

 

● 

企 

画 

内 

容 

●

■
社
会
学
研
究
科
院
生

■
社
会
学
研
究
科
院
生

パ
ネ
ル
展
（
終
日
）
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

パ
ネ
ル
展
（
終
日
）
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ⅠⅡ

ⅢⅣ

Ⅴ



下記の内容で補助を行います。
詳細はホームページでご確認ください。

◆補助金額
参加者１名につき上限 2,000 円の実費支給。
ただし１クラスにつき年１回とし上限 5万円
までとします。

◆申請方法
　①開催前に申請用紙 *を、事務室に提出  
　　してください。
　②開催後、下記の提出物を添えて請求し
　　てください。

・案内状のコピー
・領収書および振込口座連絡書 *
・開催報告書データおよび開催の

様子を写した写真データ
・参加者名簿

＊校友会ＨＰより書式をダウンロードできます。

小集団クラス同窓会の開催を補助します！小集団クラス同窓会の開催を補助します！

アドレス

編　

集　

後　

記

天
変
地
異
の
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
昨
今

で
す
が
、
日
本
列
島
も
桜
前
線
が
北
上

し
つ
つ
あ
り
、
新
緑
が
目
に
し
み
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
は
、
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
１
０
」
の
開
催
予
告
を
中
心
に
、

２
０
０
９
年
度
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

の
開
催
報
告
と
い
う
内
容
と
な
り
ま
し

た
。長

い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
立
命
館
大

学
が
そ
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
校
友
の

皆
さ
ま
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
こ
の
企

画
を
、
我
々
産
業
社
会
学
部
校
友
会
事

務
局
も
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
く
所
存

で
す
。
た
く
さ
ん
の
校
友
の
皆
さ
ま
に

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
事
務
局
一
同
、

楽
し
み
に
お
待
ち
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

「
校
友
さ
ん
し
ゃ
」
も
、
務
め
て
斬

新
な
内
容
を
盛
り
込
み
、
活
力
あ
る
校

友
会
を
反
映
す
る
紙
面
に
な
る
よ
う
、

事
務
局
一
同
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(

黒
岩
）

＜発行人＞古谷　寛
＜発行所＞産業社会学部校友会

〒603-8577　
　　京都市北区等持院北町 56-1
　　TEL ／ 075(465)8185( 直 )
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２
０
０
９
年
度
卒
業
式
が
２
０
１
０
年
３

月
２
１
日
（
日
）
に
執
り
行
わ
れ
、
同
日
の

夕
方
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
て
、

産
業
社
会
学
部
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
以
学
館
地

下
の
食
堂
に
て
参
加
費
無
料
で
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
学
び
舎
を
振
り
返
り
、
新
た
な

門
出
の
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

内
容
あ
る
も
の
に
す
る
場
と
し
て
、
気
分
を

新
た
に
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/ss/reunion/index.htm

昨
年
１
２
月
の
総
会
を
機
に
、
新
た
に
動
き

だ
し
た
産
業
社
会
学
部
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
充
実
し
た

内
容
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

学
部
の
様
子
が
楽
し
め
る
Ｗ
ｅ
ｂ
日
記
「
Ｓ

ａ
ｎ
Ｓ
ｈ
ａ
の
風
景
」
や
過
去
の
「
校
友
さ
ん

し
ゃ
」
の
掲
載
、
ま
た
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ
の
掲
載

写
真
な
ど
な
ど
、
今
後
も
校
友
の
皆
さ
ま
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
Ｈ
Ｐ
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

今
年
度
は
学
生
の
強
い
要
望
か
ら
、
主
催

は
産
業
社
会
学
会
学
生
委
員
会
を
母
体
と
し

て
、
各
ゼ
ミ
よ
り
実
行
委
員
を
選
出
し
た
実

行
委
員
会
形
式
を
と
り
ま
し
た
。
新
卒
業
生

は
卒
業
後
は
産
社
校
友
会
に
属
し
、
今
後
と

も
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
し
て
産
業
社
会
学
部
校
友
会
の

組
織
化
を
は
か
る
た
め
、
本
校
友
会
と
し
て

こ
の
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
、
記
念
品
等
を
寄
付
す
る
な
ど
の
協

力
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
古
谷
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
鎮
目
事
務
局
長
か
ら
校
友
会
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
新
た
に

２
０
０
９
年
度
卒
業
生
か
ら
「
年
度
代
表
」

を
４
人
選
出
し
、
今
後
の
校
友
会
活
動
発
展

の
た
め
に
〝
年
度
の
取
り
仕
切
り
役
〟
と
し

て
任
命
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
報
告
し
て
お

り
ま
す
。
ご
高
覧
下
さ
い
。

2009 年度 卒業生　　441 名
教員　　 32 名

校友会　　　2名
事務室　　　4名

要員学生　　 20 名

合　計　　499 名

▼任命式

▼参加者数
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